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只今から平成２９年第１２回大洲市農業委員会定例総会を開会いたし

ます。開会に当たり、宮浦会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

只今から議案審議に移らせていただきます。会議規則第３条によりま

して、宮浦会長に議事の進行をお願いいたします。 

 

これより本日の会議を開きます。 

出席委員は農業委員１９名中１７名、推進委員２０名中１８名で定足

数に達しておりますので、総会が成立していることをご報告申し上げま

す。 

本日、１番 池田幸二委員、１３番 矢野正祥委員、３３番 坂幹幸

委員、３８番 有友章治より欠席の報告を受けております。 

本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりであります。 

まず、日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員に、１１番 上田健二委員並び１２番 川本由紀美委

員を指名いたします。 

次に、日程第２、書記の指名を行います。 

本日の会議の書記に事務局の武田主査を指名いたします。 

それでは、日程第３、議案審議に入ります。 

 

議案第８２号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題

といたします。事務局の説明を求めます。 

 

議案第８２号「農地法第３条の規定による許可申請について」ご説明

します。 

議案書１ページから３ページをご覧ください。 

１番、東大洲の土地、田１筆・１，２３８㎡は売買による所有権の移

転です。 

所有権移転後も引き続き、水稲の栽培をします。 

農業は、譲受人及び両親が必要な期間従事します。 

２番、菅田町菅田の土地、樹園地２筆・合計２２４㎡。こちらも売買

による所有権の移転です。 

所有権移転後も引き続き、果樹の栽培を行う予定です。 

農業は、譲受人及び母と弟が年間を通して従事します。 

３番と４番、関連案件です。 

３番、菅田町菅田及び冨士の土地田１筆と畑１筆・合計１，２７０㎡。

こちらは贈与による所有権の移転です。 

所有権移転後も引き続き、水稲及び野菜の栽培を行う予定です。 

４番、肱川町宇和川の土地樹園地１筆・４，４４４㎡。こちらは３年

間の使用貸借権の設定です。 

所有権移転後も引き続き、果樹の栽培を行う予定です。 

いずれも農業は、譲受人夫婦が年間を通して従事します。 

５番 新谷の土地、田２筆、畑１筆、樹園地６筆・合計３，８１２㎡。

こちらは贈与による所有権の移転です。 

所有権移転後も引き続き、水稲、野菜及び果樹の栽培を行う予定です。 

農業は、譲受人夫婦が年間を通して従事します。 

６番、新谷の土地、畑１筆・１３６㎡も贈与による所有権の移転です。 
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議 長（会長） 

 

 

１１番 

所有権移転後も引き続き、野菜の栽培をします。 

農業は、譲受人及び母が必要な期間従事します。 

７番、戒川の土地、畑１筆・１，９７５㎡も贈与による所有権の移転

です。 

所有権移転後も引き続き、野菜の栽培をします。 

農業は、譲受人夫婦が年間を通して従事します。 

８番と９番関連案件です。 

８番、河辺町植松の土地、樹園地４筆・合計３，２６３㎡も贈与によ

る所有権の移転です。 

所有権移転後も引き続き、果樹の栽培をします。 

農業は、譲受人及び母が年間を通して従事します。 

９番、同じく河辺町植松の土地、樹園地２筆・合計１，６３３㎡も贈

与による所有権の移転です。 

所有権移転後も引き続き、果樹の栽培をします。 

農業は、譲受人夫婦が年間を通して従事します。 

１０番と１１番関連案件です。 

１０番、河辺町植松の土地、田３筆・合計２，６９６㎡は売買による

所有権の移転です。 

所有権移転後は、農地の整備を行い、水稲の栽培を計画しています。 

１１番、同じく河辺町植松の土地、田１筆・７６１㎡も売買による所

有権の移転です。 

所有権移転後も引き続き、水稲の栽培をします。 

いずれも農業は、譲受人及び父が必要な期間従事します。 

１２番、河辺町川崎の土地、田１筆・４７２㎡も売買による所有権の

移転です。 

所有権移転後は整備を行い、果樹の栽培を計画しています。 

農業は、譲受人夫婦が年間を通して従事します。 

以上、１２件のご審議をよろしくお願いします。 

  

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

をうけたいと思います。１番。 

 

１番案件について、ご説明いたします。議案説明資料１ページをご覧

ください。 

１番は売買による所有権移転です。 

申請地は、大洲法務局の南に約１ｋｍにある農地で、譲受人の自宅近

くにある田１筆です。 

現在は保全管理の状態になっております。 

譲受人は両親とともに水稲を中心に農業経営されており、農地取得後

についても問題はないと思います。 

申請書類等の内容を確認いたしました結果は、議案説明資料に記載の

とおりで、農地法第３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定

に該当する事項はありません。 

以上、ご審議をよろしくお願いいたします。 

 

続きまして、２番から４番まで関連がありますので、併せてお願いし

ます。 

 

２番から４番案件について、ご説明いたします。 
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議 長（会長） 

 

議案説明資料２ページから４ページまでを合わせてご覧ください。 

まず、２番案件です。 

売買による所有権移転になります。 

申請地は、菅田公民館の東約７００ｍにある畑２筆で現在は若干遊休

化しております。 

譲受人は同じ地区内で大規模に農業経営をしていますが、今回申請地

が自宅裏にあることから整備をし、現在植栽されている果樹を中心に耕

作していく予定にしております。 

譲受人は、母、弟とともに年間を通して農業に従事しており、所有権

移転後の管理について不安はないものと考えます。 

３番案件です。 

親子間での贈与です。 

申請地は、菅田公民館の東南約９００ｍにある田１筆と県営冨士団地

にある畑１筆で、どちらも良好に耕作されています。 

譲受人は会社員ですが、休日等を利用して営農していくように『新規

営農計画書』も提出されました。 

４番案件です。 

３番案件に関連して、親族より樹園地１筆を使用貸借にて３年間借り

受けるものです。 

申請地は小薮温泉の東約２００ｍにある樹園地１筆で現在は栗が植栽

されており、良好に管理されております。 

譲受人は引き続き管理を行いながら、産直市への出荷等を計画してい

るということです。 

以上３件につきましての調査結果は、議案説明資料に記載のとおりで、

農地法第３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する

事項はないため、特に問題はないものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、５番と６番が関連していますので、併せてお願いします。 

 

５番と６番案件について、ご説明いたします。 

議案説明資料５ページと６ページを合わせてご覧ください。 

５番案件は、親子間での贈与による所有権の移転です。 

申請地は新谷公民館の南約５００ｍの場所に点在しておりますが、す

べての農地が良好に管理されておりました。 

譲受人は市内の別の場所で生活しておりますが、たびたび実家に戻り、

お父さんと一緒に農業をされているため、管理に問題はないと思います。 

続いて、６番案件です。 

これも親子間での贈与になります。 

申請地はＪＲ五郎駅から東南に約６００ｍにある畑１筆で、現在は保

全管理の状態です。申請地に隣接する場所に住む娘さんが譲受人となり、

今後は露地野菜の栽培を行うとのことです。 

以上２件につきましての調査結果は、議案説明資料に記載のとおりで、

農地法第３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する

事項はないため、特に問題はないものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、７番。 
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事務局職員と現地調査を実施しましたので、ご報告します。 

７番案件について、ご説明いたします。議案説明資料７ページをご覧

ください。 

７番は贈与による所有権移転です。 

申請地は、旧戒川小学校から直線で東に約２ｋｍにある畑１筆で、以

前は遊休化していた農地でした。しかし、申請地に隣接する場所に住ん

でいる譲受人が草刈りをし、一部畑へ復元もしております。今回、同じ

地区に住む譲渡人のおじより、管理を任され、贈与の申請に至っていま

す。 

譲受人夫婦ともに年間を通して農業に従事されており、農地取得後に

ついても露地野菜の栽培を予定していることから、問題はないと思いま

す。 

申請書類等の内容を確認いたしました結果は、議案説明資料に記載の

とおりで、農地法第３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定

に該当する事項はありません。 

以上、ご審議をよろしくお願いいたします。 

 

続きまして、８番から１２番まで関連がありますので、併せてお願い

します。 

 

８番案件から１２番案件の５件につきましては、私の方で調査させて

いただきましたので、合わせてご説明いたします。 

議案説明資料８ページから１２ページまでをご参照ください。 

８番案件、９番案件は関連です。 

８番、９番ともに贈与による所有権移転です。 

譲渡人が市外に住まわれており、耕作できないことから地元で引き受

けてもらう人を探していたところ、話がまとまり今回の申請に至ってお

ります。 

申請地は、市役所河辺支所の南約１．２ｋｍにある農地で栗が植栽さ

れ良好に管理されておりました。 

譲受人も年間を通して農業に従事しており今後の管理に問題はないと

思われます。 

１０番、１１番は譲受人が同一となる関連案件です。 

どちらも売買による所有権移転となります。 

譲渡人が双方とも大阪在住であり、農地が管理できないとのことで今

回の申請となっています。 

申請地は先程の案件の場所付近であり、１１番案件の田については現

在も良好に耕作されています。また１０番案件については、遊休化して

いますが、整備を行い、田として利用する計画になっています。 

譲受人は年間を通して農業に従事しており、移転後の管理に不安はな

いものと思われます。 

続いて、１２番案件です。 

売買による所有権移転です。 

申請地は、河辺中学校から直線で北に約２．３ｋｍの山間に位置する

農地となります。現在は草刈等の管理がされているだけですが、譲受人

の自宅付近にあることから、今後整備し、果樹を植栽されるということ

です。 

譲受人は夫婦で年間を通して農業に従事しており、移転後の管理につ

いても問題ないと思います。 
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８番案件から１２番案件までの５件につきましては、議案説明資料に

記載のとおり、農地法第３条第２項の第１号関係から第７号関係までの

規定に該当する事項はありません。 

以上、５件のご審議をよろしくお願いします。 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

事務局にお尋ねしたいのですが、議案説明資料の３ページの調査結果

の申請地面積が４，４４４㎡となっていますがこれでいいのかどうかと、

５番案件の調査結果の現在の経営面積と申請地の面積が３，８１２㎡で

同じなのですが、これは記載の誤りでしょうか。 

 

ご説明いたします。 

まず、３番案件と４番案件の面積についてですが、現在の経営面積は

田５０５㎡と畑７６５㎡の内の９分の３、按分した面積となっておりま

す。世帯間での移動になりますので、４番案件の４，４４４㎡の分だけ

を申請地の面積と合わせ３０ａ以上ありますので、５，２５０．７５㎡

と面積がなっています。複雑なものとなっており、誠に申し訳ございま

せん。次に、５番案件につきましても、居住している家は別ですが、親

子間での移動であり、経営面積と申請地面積と合計面積が同じ面積とな

っております。世帯間での移動ですので、ご理解の程よろしくお願いい

たします。 

 

分かりました。 

 

他にご意見はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可することに

ご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定をいたしました。 

次に、議案第８３号「農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第８３号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」

ご説明申し上げます。 

議案書４ページ並びに別紙議案説明資料の１３ページから１７ページ

を併せてご覧ください。 

１番、中村字歯朶垣の土地１筆です。 

申請人は手広く農業を営んでおり、また、所有の農機具や資材等の保

管場所が点在しているため不便であることから、農機具等を集約し保

管・管理をするため、申請地に新たに農業用倉庫を建築するものです。 
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請地は、大洲市の中心部から北に約１．１㎞のところに位置し、都

市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域（第一種住居地域）が

定められている区域内に位置する農地であることから、第３種農地と判

断いたしました。立地基準及び一般基準の各審査項目につきましては、

別紙議案説明資料１３ページをご確認ください。 

 以上、１件です。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

をうけたいと思います。１番。 

 

１番案件について、調査結果をご報告申し上げます。 

説明資料の１３ページから１７ページをご覧ください。 

まず、立地基準である第２号の「代替性要件」につきましては、第３種

農地であることから、問題ないと考えます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」につきましては、許

可が有り次第自己資金にて着工するとのことであり、問題ないと思われ

ます。 

 また、転用面積の妥当性につきましても、問題ないと思われます。 

第４号の「周辺農地等への影響」につきましては、申請地に隣接する

東側の宅地及び北側の農地につきましては、自己所有地でありますし、

また、造成の際には土留工を設けて、土砂の流出に十分注意されるとい

うことでありますので、問題ないと考えます。 

よって、本件は、農地法第４条第２項の各号には該当しないため、許

可相当であると考えます。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定をいたしました。 

次に、議案第８４号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第８４号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」

ご説明申し上げます。 

議案書５ページ並びに別紙議案説明資料の１８ページから２２ページ

までを併せてご覧ください。 

１番、新谷の土地、７６㎡の案件は、現在、両親と同居しているが、

家族が増え手狭になったことから、新たに自己住宅を建築するため、申

請地を父より使用貸借しようとするものでございます。 

農地区分は、農地の一定規模以上の集団性や公共施設等も近くになく、
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議 長（会長） 

 

 

２０番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

(専門員兼農政係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産性の低い農地であることから、第２種農地と判断しております。し

たがいまして、立地基準の代替性と、一般基準を中心に審議をお願いい

たします。 

以上、１件でございます。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

それでは、１番案件の調査結果をご報告いたします。 

 議案説明資料の１８ページから２２ページを参考にしてください。 

 申請地は、１９・２０ページの位置図のとおり、新谷中学校の北、約

２８０ｍに位置する農地です。 

 まず、立地基準である第２号の「代替性要件」ですが、報告書記載の

とおりであり、特に問題はないものと思われます。 

 次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

次第金融機関の融資にて着工したいとのことですので、問題ないものと

思われます。 

 また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、２１ページの地番地

目図のとおり周囲に農地がないことから、特に問題はないものと思われ

ます。 

よって、本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許

可相当であると考えます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員さんから報告がありましたが、何かご質疑はございま

せんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第８５号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格

法人報告について」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

説明に先立ち、訂正をお願いします。 

標題の「農業生産法人」から「農地所有適格法人」へ訂正をお願いし

ます。 

それでは、議案第８５号「農地法第６条第１項の規定による農地所有

適格法人について」をご説明します。 

議案書６ページ及び議案説明資料の２３ページを合わせてご覧くださ

い。 

当議案では、前年度の事業状況報告がありました『農事組合法人たい

よう農園』について、農地所有適格法人の要件具備に関するご審議をお

願いするものです。 
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議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーンに要件を写しておりますので、ご覧ください。 

 農事組合法人たいよう農園です。 

 確認要件は４つとなっています。 

 一つ目、法人形態は、農事組合法人です。 

 二つ目、事業要件ですが、すべてが農業による売上になりますので、

要件を満たしております。 

 三つ目、議決権要件ですが、議決権１１口のうち、８口が農業関係者

になりますので、これも要件を満たしております。 

四つ目、役員要件。役員３名とも農業の常時従事者であり、なおかつ

農作業に従事する者が１名以上いるため、この要件も満たしております。 

以上のとおり、報告書等を確認しましたところ、議案説明資料に記載

のとおり、農地所有適格法人の要件を備えているものと思われます。ご

審議をよろしくお願いします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、報告書の内容については、承認する

ことにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、報告書については承認することに決定いたし

ました。 

次に、議案第８６号「非農地証明について」を議題といたします。事

務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第８６号「非農地証明について」ご説明申し上げます。 

議案書７ページ並びに別紙議案説明資料の２４ページから３１ページ

までを併せてご覧ください。 

１番、森山の土地、２筆５３８㎡の案件は、農地法施行（昭和２７年

１０月２１日）前から非農地。及び自然潰廃（２０年以上耕作放棄）し、

復旧が著しく困難ということで申請があったものでございます。 

申し出によりますと、申請地上段は、祖父が昭和１４年に隣接宅地に

醤油醸造元を開店してから資材置場等として利用されており、その後農

地として利用されたことはない。また、申請地下段は、２０年以上耕作

放棄し、雑木等が繁茂して、農地への復旧が著しく困難な状態である。

とのことでございます。 

２番、河辺町植松の土地、８筆、４，５００㎡の案件は、自然潰廃（２

０年以上耕作放棄）し、復旧が著しく困難ということで申請があったも

のでございます。 

申し出によりますと、申請地は、山間の斜面地で耕作道路もなく、以

前は栗を収穫していたが、平成３年に父が亡くなってからは、遠隔地の

ため耕作を放棄していたところ、周囲の山林の影響を受け雑木等が繁茂

し、農地への復旧が著しく困難な状態となったとのことでございます。 

以上２件、１０筆、５，０３８㎡でございます。 

ご審議の程お願いいたします。 
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議 長（会長） 

 

 

１５番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

３７番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

それでは、１番案件の調査結果を報告いたします。 

議案書 7 ページ及び議案説明資料の２４ページから２８ページを参考

にしてください。 

申請地は、２５ページ位置図のように大川連絡所から南東に３６０ｍ

程のところに位置する農地です。 

申請によりますと、上段の申請地は、祖父が昭和１４年に隣接宅地に

醤油醸造元を開店してから資材置場として利用されており、その後農地

として利用されたことはなく、また下段の申請地は、２０年以上耕作放

棄し、雑木等が繁茂して、農地への復旧が著しく困難な状態である。と

の申し出です。 

申請者の申し出、近隣住民の証言、現地調査による状況から、上段の

申請地は、農地法施行前から非農地として利用されていたものと考えら

れ、また下段の申請地は、少なくとも２０年以上耕作放棄しているもの

と推察することができ、また、農地への復旧には、竹や雑木の状況から

開墾と同程度の労力が必要であると考えられることから、復旧は著しく

困難と認められます。 

よって、本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、２番。 

 

それでは、２番案件の調査結果を報告いたします。 

 議案説明資料の２９ページから３１ページを参考にしてください。 

 申請地は、３０ページ位置図のように河辺支所から南南東に１．５㎞

程のところに位置する農地です。 

 申請によりますと、申請地は山間の斜面地で耕作道路もなく平成３年

に父が亡くなってからは耕作管理を放棄しており、周囲の山林の影響を

受け雑木等が繁茂し、農地への復旧が著しく困難な状態となっている。

との申し出です。 

 申請地は、現地調査では写真のように、一部に復元が可能ではないか

と思われるところもありましたが、全体的な樹木の生育状況から、少な

くとも２０年以上耕作放棄しているものと推察することができました。 

 なお、農地への復旧には、雑木等の状況からも開墾と同程度の労力が

必要であると考えられることから、復旧は著しく困難と認められ、また、

一部は復元が可能かもしれませんが、仮に復旧できたとしても赤道がわ

からないような状況であり、進入する道がありませんので営農は非常に

困難であると思われます。 

 よって、本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。 

 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

（質疑なし） 
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

(専門員兼農地係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

(専門員兼農政係) 

特にご質疑もないようですので、この証明願の土地については非農地

と判断し、証明書を交付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、この証明願の土地については、非農地と判断

し、証明書を交付することに決定いたしました。 

次に、議案第８７号「大洲市農地台帳の公表等に関する事務取扱規定

の一部改正について」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

議案書８ページの議案第８７号「大洲市農地台帳の公表等に関する事

務取扱規程の一部改正について」をご説明いたします。 

土地改良法等の一部改正によりまして、土地改良区が農地の所有者・

耕作者等に係る情報を円滑に把握することができるよう、農地法施行規

則の一部が改正されたため、本規程につきましても改正しようとするも

のでございます。 

改正の内容につきましては、議案説明資料に新旧対照表を載せており

ますので、こちらで説明させていただきます。 

２枚綴りのもので、３２ページ大洲市農地台帳の公表等に関する事務

取扱規程新旧対照表をご覧いただければと思います。 

表の右側が改正前、左側が改正後でございまして、左側の改正部分に

ついて赤字で記載しております。 

改正内容につきましては、３３ページの第８条見出しの部分ですが、

農地台帳の記録事項の提供先として、今回土地改良区が追加されたこと

から、「農地中間管理機構」を「農地中間管理機構等」に改正いたしま

す。 

第２項は、土地改良区に対し、農地台帳に記載している情報の内、提

供を行なう内容について新たに加えるものです。 

また、第２項を加えたことにより、第２項を第３項にし、説明文の「前

項」のところを「前２項」に、また第３項を第４項にし、説明文の「機

構」のところを「機構又は土地改良区」にそれぞれ改正いたします。 

 説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特に、ご質疑もないようですので、説明のあった規定を一部改正する

ことに、ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、大洲市農地台帳の公表等に関する事務取扱規

定を一部改正することに決定いたしました。 

次に、議案第８８号「農用地利用集積計画の決定について」を議題と

いたします。事務局の説明を求めます。 

 

議案第８８号「農用地利用集積計画の決定について」をご説明します。 

議案書の９ページをご覧ください。 
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議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

１番 引き続き飼料を栽培するため、賃借権を１年間設定しようとす

るものです。 

２番 新たに農地を借り受けて、飼料米及び麦を栽培するため、賃借

権を１０年間設定しようとするものです。 

３番 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培するため、使用貸借権を

１０年間設定しようとするものです。 

４番 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培するため、賃借権を１０

年間設定しようとするものです。 

５番 引き続き葉たばこを栽培するため、賃借権を５年間設定しよう

とするものです。 

６番から１２番 新たに農地を借り受けて、水稲又は野菜を栽培する

ため、賃借権を５年間設定しようとするものです。 

１３番 新たに農地を借り受けて、野菜を栽培するため、使用貸借権

を５年間設定しようとするものです。 

１４番 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培するため、使用貸借権

を５年間設定しようとするものです。 

１５番 引き続き、野菜を栽培するため、賃借権を５年間設定しよう

とするものです。 

１６番 引き続き、松苗を栽培するため、賃借権を５年間設定しよう

とするものです。 

以上、利用権設定・件筆数、１６件・２１筆、合計３２，４３５㎡。 

続いて、転貸の案件です。 

議案書１３ページをご覧ください。 

先程利用権設定３番で説明しました農地について、裏作として借受人

が役員を務める農事組合法人グリーンたいきに転貸するもので、１１月

から5月の期間において麦を栽培しようとするものです。 

以上、転貸利用権設定、１件・１筆、１，５７０㎡です。 

続いて、所有権移転の案件です。 

議案書１４ページをご覧ください。 

１番は、所有権の移転を受ける者が経営規模の拡大を図るため、売買

により喜多山の農地を取得しようとするものです。 

以上、所有権移転・件筆数、１件・２筆、合計１，４２４㎡です。 

いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を原案のとおり決定することに

ご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は原案のとおり決定することにいたしま

す。 

以上で、本日の定例総会に提案しました議案の全ての審議が終了いた

しましたので、議事を閉じることにいたします。 
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